
失

業

問

題

に

就

き

て

一

・

.

r

帥

戸
.

正
.

雄
.

　

コ

　

ロ

　

犀

禽

克
禦

嚢

問
題
・
掌

る
潰

ふ
を

・
讐

・
繁

・
て
用
心
・
れ
齢

で
あ
　

そ
し
義

邦

空

、
磐

。
問
。
は
優

注
意
さ
れ
窃

で
あ
・
。
唯
義

邦
・
て
昆

可
能
的
な
董

大
間
腰

つ
き
て
の

實
塗

。
慧

か
轡

近
票

和
克
復
・
目
前
蒙

・
・
き
・
至
・
て
初

・
て
起
建

の
擁

し
む
へ
き
こ
毛

爾
鯵

㍗鍵
数
鑓

鍬
"箆
髪

難

錐

嚢

野
㍑磁

気

こ
薩

就
て
は
、
必
ず
。
・
彼
我
注
芽

・
霧

・
・
み
因
・
癌

Z

・
は
固
・
・
出
来
な
い
・
共
は
實
際

正

閏
禦

彼
に
在
っ
て
は
救
済
・
甚
・
国
警

高

趣
・
　

の
・
・
整

套

て
は
護

的
容
髭

救
済

さ
る

。
を
得
。
き
壽

が
あ
る
・
ら
・
あ
る
.
善

笙

・
は
彼
屡

て
縫

鍔

大
馨

榛

・
て
警

募

芋

.

を
戦
場
に
迭
つ
た
・
が
霜

覆

と
港

嚢

・
…

、
内
地

に
て
無

人
て
ふ
講

者
の
職
藩

就
農

る

　
者
も
あ
っ
て
之
を
直
ち
に
排
斥
し
て
芋

・
し
て
之
・
代
・
・
む
る
こ
あ

難

　

・
が
あ
る
・
然

芝

繋

在

㎜
。
て
は
斯
。
る
特
殊
。
藩

を
真

な
い
。
欝

か
の
西
伯
利
亜
嚢

兵
は
・
・
が
・
彼
に
比
す
詮

於

て
殆
ん
.

悪

。
に
足
、
。
。
第
二
に
は
彼
に
在
て
は
其

霧

潜
熱

が
此
馨

史

馨

・
響

に
全
野

を
難

し

て
後
方
霧

。
寫
し
た
。
合
葬

霜

覆

に
・
る
ご
老
年

・
的
華

品

・
供
給
・
肇

る
が
如
く
に
肇

す

時
事
。
題

藁

腰

に
就
き
て

第
象

(第
四
號

三

五
;

六
五

、
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一「六
}

五
六
六

.

る
薯

・
は
相
當
集

確

聞
美

・
・
匹
難
薯

梯
は
発

て
・
な
亀

切
角
從
來
・
馨

用
品

の
製
作
産

出

贋

れ
砦

勢
響

も
今
は
之
を
用
ゐ
・
に
所
が
な
叢

っ
て
撃

失
は
な
毛

は
な
ら
ぬ

こ
く

な
る
・
然

る

義

に
在

っ
て
は
馨

此
罐

中
華

の
軍
需
・叩
を
作
り
供
給
し
て
厚

け
れ

　

・
甚

姦

上
は
極
ぞ
.

…
小
撰

・
脅

、
箆

醤

・
灘

以
来
・
共
が
非
常
・
小
く
な
り
・
霞

別
に
薬

量

事
饗

し
て
供
給
し

て
居

た
も

の
も
あ

る
.が
、
其
も
雫
和
時

に
も
使

用
さ
れ
得

べ
き
性
質

の
も

の
が
多

く

、
.他

方
、
内
地

に
於

て
並

に

東
南
洋
菜

阿
弗
利
袈

へ
向

ぞ

、
簗

競
争
の
之
な
き
に
乗
じ
て
盛
名

作
り
且
つ
供
絶
し
務

に
至
て
は

其
は
凡

へ
て
卒
和
的
需
要
品

で
あ
り
、
雫
和
克
復
後
も
、
欧
米

の
競
争
に
さ

へ
堪
え
得

る
な
ら
ば
其
販
路

の
太

し
く

縮
少
を
憂
ひ
ざ
る
性
質

の
も

の
で
あ
る
。
故

義

の
事
情
は
此

の
黙
に
於
て
も
欧
米
髭

し
甚
だ
有
利
で
あ
奄

.

第
三
に
暴

働
者

の
状
態
が
大
盤

に
在
て
は
比
較
的
専
門
的
に
な
っ
て
居

る
の
に
、
我

に
在

っ
て
は
匹
熟
練
の

…
域
を
脱
せ
ざ
る
が
多
く
、
異
り
な
る
仕
事
に
韓
損
す
る
こ
&
が
彼
よ
り
も
容
易
で
あ
り
、
叉
彼

に
在
て
は
肚
曾
祖

.

織
が
箇
人
歪

で
、
失
業
誉

筆

・
も
撰

芽

之
姦

き

ミ

・
.・
垂

む
・
島

崇

な
い
の
に
・
我

に
在

て
は
家
族
制
度
や
隣
保
友
人
相
助

の
義

理
が
存
在
し
て
、
失
業
者

の
救
済
扶
助
が
自
ら
の
間
に
行
は
る

、
ε

㎜
い
ふ
便
利
も
あ
る
。
其
に
は

一
面
弊
害
も
あ

る
が
、
併
し
此
失
業
救
済

の
ご
き
に

一
の
救
済
方
法
ご

も
な
る
の
利

穿

る
。
凡
そ
此
等
の
藩

が
相
待
・
義

邦
で
は
失
業
が
簗

・
甚

・
か
ら
突

馨

萎

起
っ
て
美

し

…

蓮

畢

生
。
な
い
で
あ
ら
う
愚

は
る
＼
。
我
邦
に
於
け
・
此
に
掌

・
慧

の
至

芸

が
如
き
は
右
の
事

函
情
に
よ

る
こ
ε
を
疑

は
ぬ
。

　=(
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時
潮

題

失
蕎

警

就
ミ

第
八
巷

語

號

=
一入
)

五
六
八

之
鍛

羨

爲
詮

仕
事
を
與
ふ
・
こ
晶

誓

い
ふ
量

が
あ
・
。
更
舌

下

の
特
殊
藩

で
は
あ

る
が
・
第
四

`
.

玩

我
邦
に
て
は
米
里

頗

ゑ
、ぞ

、
或
は
向
後
も

つ
諸

差

づ
、
其
馨

易
に
下
ら
誓

い
ふ
ご
嘉

あ
る
・

一
食
料
.叩
の
興

奮

党
籍

も
高

室

い
ふ
旨

味

被
蓋

・
、も
同
様
で
は
あ
・
が
・
彼
に
在

て
餐

料
品
需

一
一
供

の
範
園
が
辱

、
覆

交
通

・
便
利
差

・
・
堕

て
・
箔

下
・
傾
が
あ
る
・
然
る
に
我
に
在

て
鱗

殊

の

　食
料
.叩
藁

す
る
の
欄
.係
上
、
此
事
が
解

行

鋒

讐

。
特
琴

童

・
粂

撰

給
が
頗

・
重

し
て
優

　
の
羅

　
.
皇

・
膿

が
雇

窺

せ
…

程
…

以
上
・
、
磐

亦
糞

常
に
高
く
・
警

官

よ
り

　
　

り
高
義

・
か
も
知
れ
.な
・
控

窪

・
。
此
,が
最
も
多
義

・
嘉

手

る
所
で
あ
る
・

一
方
に
は
此

の

面

《
米
。
禦

非
常
量

る
の
讐

・
、
他
方
・
失
書

留

・
、
特
舞

募

大
下
馨

な
ら
ば
其
れ
こ
そ
犬

蕨
編

難
難
無

筆
蛾繧
馨

騒難

難

癖

柵蜀

は
好
。
實
を
與
ふ
・
…

も
な
る
.
失
蕎

題
餐

料
蟹

籍

付
て
政
治
芸

大
問
響

も
な
り
得
る
・
又

一
切
角
の
國
富
姦

藩

寧

・
の
不
利
を
も
惹
起
す
。
深
垂

意
・
楚

て
は
な
呂

・
此
に
於
て
か
発

に
て

一
も
假
譲

米
ほ
臭

業
其
も
の
昊

で
な
乏

も
、
其
に
關
鞣
し
て
筆

・
鍵

は
彼
よ
　

芒

く
な
る
可
能

.

も
あ
り
、
又
失
.業
其
も
の
も
彼
よ
・
も
割
食

大
姦

・
可
襲

あ
り
、
之
を
整

に
3

て
困
難

る
事
情
も

…
あ

る
か
ら
、
矢
張

り
相

當

に
始
末

の
方

法
を
請

し
且

つ
着

々
其

を
行

ふ

こ
ご
が
肝
要

で
あ

る
。

ヨ

コ

く

倦
。
然
ら
ば
失
萎

如
何
に
・
て
救
済
・
ミ

奮

・
・
に
、
.此
は
必
ず
し
も
人
諾

に
の
み
行
は
れ

な
い
Q



.

自
然
的
調
節
作
用
も
が
行
は
れ
て
自

ら
の
間
に
も
救
済
せ
ら

る
、
の
で
あ

る
。
蓋

し

一
方
に
獲
て
は
失
業
者

の
蹄

「郷
が
相
當
に
行
は
る
、
。
元
来
我
邦
の
勢
働
者
に
は
特
に
此
戦
時

の
好
況
に
促
さ
れ
て
都
會

に
集
ま
り
た
る
も

の

.

に
は
専
門
的
に
熟
練
な
る
勢
働
者
は
少
く
随
ふ
て
都
會

に
て
好

さ
仕
事
を
見
出
す
こ
と
が
出
楽
な
く
な
り
、
又
は

労
賃
が
飲
り
安
く
な
っ
て
到
底
都
會
生
活

の
困
難
な
る
こ
ご
を
見

る
に
於
て
は
、
彼
等
は
躁
郷
す
る
こ
ご
に
な
る一

一
叉
我
邦
の
農
村
に
は
彼
等
を
迎

ふ
る
の
絵
地
あ
る
庭
も
少
く
な
い
つ
我
邦

の
農
業
は
大
鑑
に
は
過
小
を
憂

ひ
、
勢一

…
力

の
過

剰

を
見

る
が
、
地

方

に
よ

っ
て
は
農
業

勢
働

者

の
缺

乏
を
訴

ふ

る
庭

が
少

≦
な

い
。

農
村
は
失
業
者

を
牧
.

容

ず

る
の
鯨
地

が
相
當

に
あ

る
。
其

れ

に
我
邦

で
は
家

族
制

度
も
樹

ほ
或
度

ま

て
維
持

さ
れ
て
居

る
か
ら
、
都
會

失

業
者

の
蹄
郷

す

る
の
に

「
層
便

利

が
あ

る
。

随
ふ

て
此
蹄

郷

ご
い
ふ
こ
ご
が
相

當

に
行
は

る

、
。
此
蹄

郷

こ
い

.

ふ
こ
と

は
濁

り
農
村

へ
の
郷

蹄

の
み

な
ら
季

、
田
舎
的
都
邑

へ
の
蹄

郷

ご
い
ふ
ご

ε
も

あ
る
。
地
方

小
都
邑

の
者

…
が

大
都
會

の
事
業
勃
興

に
刺
戟

せ
ら
れ

て
出

て
往

つ
た

の
が
、
後
者

に
於

け

る
事

業

の
衰

退
を
見

る
に
於

て
再

ひ

.

元

の
小
都

邑

に
踊

る
&

い
ふ

こ

ご
も
.あ

る
。
此
も
現

に
相
當

に
行
は
れ
て
居

る
と

い
ふ

こ
ご
で
あ

る
。
他

方

に
於

.

て
都
督
的

事
業

か
ら

い
ふ
も

、凡

へ
て

の
事
業

が
雫

和
克
復

に
よ

り
打
攣

を
受

く

る
の
で
な
く
、
一
面

に
製

鐵
造

船

.

一
化

學

工
業

の
如

く
大
打
撃

を
受

け

て
閉

業
す

る
も
の
が
あ

る
か
、
他

面

h
般
卒
和
的
事

業

の
如

き
、
從

來
は
其

仕

、

一
事

を
横
張

し
た
く

ε
も
、
戦

時

的
事

業

の
好
況

の
爲

め

に
、
資
本
を
得

る
こ
ご
が
難

い
ご
か
特

に
勢
働
者

の
得
ら
.

一
れ

な

い
こ
ご

の
爲

め
に
、
手
控

ね

す

る
の
外

な
か

つ
穴

の
か

、
A
-藪
に
勢
働
者

が
あ

る
な
ら
ば

、
其

を
牧

容
し
ゃ

…
ろ

ご

い
ふ
も

の
も
可

な
り
多

く
あ

る
。
現

に
此

關
係

か

ら
失

業
者

の
救

済

さ
れ

な

の
が

あ

る
。
前

に
も

い
ふ
如
ぐ

…
我

国
事
業
界

に
て
は
必

ず
し
も

熟
練
勢
働
者

の
み
を
使
用

せ
ざ

る
所

で
あ

る
か
ら
、
多

少
異

り
た

る
種
類

の
仕
事

時
事
問
題

失
業
問
題
に
就
き
て

.

.

第
八
巻

(第
四
號

一
二
九
)

五
六
九

邑



蒙

問
繁

.
失
蕎

警

撃

て

,

,

笑

巻

(露

盤

三

9

毛

Q

門

.

績

蒙

れ
暑

も
、
或
度
ま
で
は
包
容
レ
て
仕
謬

讐

し
む
・
こ
羨

出
来
・
。
そ
し
て
奪

の
粟

の
行

一
ば
.⇔
、
に
就
き
、
葉

　

も
窪

す
・
所
の
各
種
の
勢
働
紹
介
繍

が
之
に
當

っ
て
妻

癬

に
行
は
を

所

で
あ
る
。
我
国
陰

鬱

組
倉

掛
難

霧

猿

あ

紹
介
鱗

・米
の
如
く
に
+
盆

芒

て
居
畠

か
・
私

讐

の
薪

的
紹
介
妻

・
理

進

ん
で
号

、
其
澹

若
干
・
公
蕎

紹
介
欝

も
あ
り
・
遊

蕩

者
の
親

券

こ
・
・
錬

の
煮

あ
っ
霜

當
総

弁
葉

書

ふ
て
居
・
豊

ハ振

讐

も
あ
る
.が
・
併
し
長
所

も
あ
る

私
利
の
み
計
言

入
屋
や
役
人
的
に
な
・
所
雲

鶴

紹
介
所
で
は
出
來
な
い
所
の
努
力
篇

す
所
で
あ
る
或

・

れ

に
せ
よ
曄
年
十

】
月

以
來
失

業
者

は
事
實
相

當

に
生

じ
丸
け
れ

ご
も

、
自

ら

の
問

に
可
な

り
救
済

せ
ら

る

、
こ

竜

奮

来
て
、
未
だ
倉

ま
で
大
し
た
騒
擾
を
集

る
に
は
至
て
居
ら
ぬ
・

一
四

…
斯
う

し
て
見

る
と
、
失

業
救
済

と
い
ふ
て
さ
う
大

し
て
騒

ぎ
出

す
必

、要

な
き

や
う

で
も
あ

る
。

が
併

し
油
断

は

嘘

な
い
.
是
・
か
ら
段
々
ε
之
に
つ
轟

轟

多

苧

・
募

れ
・
・
.
二

ふ
の
・
倉

造
・
庭
は
・
我

一
郭

に
て
兎
も
角
、
田
舎
が
米
商
、
業

物
・
高
健

・
・
刺
戟
・
盈

て
好
客

で
男

、
鷺

套

牧
寧

・

糞

瑞
鷺

絵

雛
響
璃翫酬購

韓

鍵

銭

猷轄耀

ど

薩

な
。
が
、
其
方
は
先
づ
蒸

性
が
少
窪

し
て
、
倦

て
此
都
電

於
け
・
事
業
界

の
景
呪
で
あ

る
・
此
が
.

…

倉

は
ま
だ
大
し
て
悪
廉

い
。
馨

が
済
ん
だ
か
窪

い
・
て
漿

の
務

が
ま
だ
ざ
し

一

入
つ
τ
凍
る
程

の
事
は
出
来
な
い
。
東
南
業

あ

市
場
に
て
も
、
ま
だ
ざ
し
一

彼
等
費

物
が
婆

て
來

る
所

に
は
往
か
な
い



舞

磐

鱗
蟹

糖

淑姻鯵

籍
養

華

磐
城諜

　灘

鱗
繋

霧
鰭
嚇　無

難

董

.。
粗
生
.。
を
。
ふ
亙

れ

る
の
み
な
・
に
せ
・
、
購
努

・
大

・
だ
・
大
要

歴

で
あ
る
・
藷

客
が
今
後

ご

一

我
黎

に
封
し
て
需
要
冷
起

・
て
暑

る
こ
歪

な
羨

け
れ
ば
・
書

し
て
昊

に
困

る
こ
薦

な

、
ざ

。
を
得
ぬ
。
多
分
後
園
の
秩
序

・
回
復

ご
共
に
相
當
砦

・
需

餐

筆

る
こ
§

患

ふ
が
・
併
し
後
園

の
肚
禽

部
の
藩

髭

霜

克
覆

、
混
沌
砦

・
・
で
は
・
奮

…

舘

堪

え
な
い
も
の
が
あ
る
.

騒

歌羅

驕
鑓

詑
騒難

綾
羅

欝

籍
罰
耀鞍

「る
の
需
要
が
綴

。
。
る
…

、
減
退
…

ξ

…

ざ
・
か
・
蓬
髪

磨

堪
え
な
い
・
米
国
だ
け
は
.

議

し
だ
動
揺
な
く
て
濟
ひ
ご
思
・
が
、
其
こ
て
欧
洲
・
轟

婁

・
直

播

…

警

は
互
に
思
鰻

鐘

蓋

。
。
な
。
可
能
が
太
い
の
み
な
・
す
、
米
国
・
讐

上
・
震

車

皐

優

矯

の
宣

夙
に
依
る
の
至

る

か
ら
、
繍

が
混
沌
こ
な
る
場
合
」
米
国
・
亦
盃

覆

参

・
毒

・
・
加
重

窪

斗

巌

洲
温
熱

鷲

繍

馨

毅
雑

観
博鴛

鍵

諜

繋

　註̂
と共
に墨村

痛

撃

問
題

叢

膿

に
・
ミ

萎

秀
四
號

三

ご
.

五
圭

.

㌔ '



時
事
問
題

失
業
殿

に
就
看
て

第

八
巻

(第

四
號

一
三

二
}

五

七
ニ

ラ五

.

.

・

.
.

覧

冨

・
失
薯

笙

蝋
　

て
、
・
・
て
・
然
・
調
・
・
み
に
て
+
分
に
之
が
救
済
さ
れ
ざ
る
こ
　

つ
か

又
は
然
う
な
る
.
,
兆
候
の
見
・
た
場
合
如
何
・
す
・
奮

・
ふ
・
、
此
昊

薯

・
自
若

啓

し
て
放
任
す

。
を
鴛

.
國
家
が
之
蜀

・
人
智

救
済
磐

肇

へ
譲

勿
論
の
・
く

之
・
つ
茎

萎

も
共
力
す
る
の

霧

が
あ
る
.
彼
等
・
彗

好
況
・
　

置

傷

者
・
覆

・
て
相
當
器

抽
籤

去

馨

ミ

券

た
以

上
は
、
不
況
。
な
・
・
か
・
と
・
ふ
て
、
直
・
・
蟹

・
て
顧

み
葱

…

は
不
嘗

あ
る
・
過
秀

之
を
使

一
用
、
麿

問
、講

者
に
轡

て
相
當
・
餐

を
挑
・
奈

ら
、其
上
彼
蓄

助
る
露

な
し
　

蛍

嘉

知
ち

。
が
、
義

つ
だ
所
の
餐

が
芒

て
雰

・
　

・
で

・
・
豪

勢

・
な
い
・
域
は
多
少
不
+
分
で
あ
翼

魔

知
れ
な
。
.柴

雰

・
・
つ
斐

け
・
て
・
街
髭

場
合
袖
償
・
て
も
買
い
・
そ
し
て
藻

之
を
穰

す
る

.

こ
。
を
至
當

手

る
場
合
が
多
か
ら
う
。
覆

露

が
響

出
秀

麗

せ
・
・
彗

自
ら
の
某

を
撰

し
て

難
編

響

禰隅撫鞭

鞍

　舗
㎎灘
　

…
…

繕

総
灘

鷹帽鞭翻難
欝

鱒

嚇謙

。
、
ぬ
.他
力

の
み
に
依
る
者
は
糞

を
受
Σ

・
も

・
で
、
蒋

垂

求
す

へ
奢

で
な
い
・
餐

從
護

邦
の
.

r



灘
灘
灘
灘

【
.

休難
耀
羅
灘

無
難

舞

講

畿　　繋

　
.「



時
事
問
題

失
業
澗
題
に
就
き
て

あ
ス
な

　

　
　

ニ
　

　
セ
　

雑
鱗
鱗

繕

辮
　瓢輪
辮

　鱒

　カ

さ
る

。
か
ら

さ
る
こ

と
、、
な

・
て
、
愈

々
其

が
丁

,
讐

て
は
愈

・
金

塑

・
響

嘉

は
る
こ
憂

な

る

　斯
く
な
。
ど
比
欝

蓋

の
固
き
同
署

美

張
箕

製
品
・
下
驚

響

・
困
・
な
け
れ
ば
な
寒

く
箋

圃轟
鞭

誕

鯵

驚胱都
議
彗

類
轟

轟

頃篇

一
こ
ご
李
要

す
る
こ
、
に
な
る
.
尤
も
此
姦

り
に
相
毒

筆

行

ぎ

隠

田
護

叢

雲

礎
の
番

な
る

、、　　難
難

　難

　　無
難
一""鞭

　　講

　　　　へ　　　　　　繰

　へ　　

。
、
は
難
い
が
、
大
饗

方
針
に
て
往
く
こ
募

署

し
・
.
此
叢

至

及
生
産
去

注
意
に
至
て
は
多
少
財



懇

齪
縁
難

轄

畑鐸

藪
羅

難

錘

礫錦

㎝

あ

、
,
か
ら
、
飴
り
小
規
模
・
あ

㌧
存
在
塁

壁

暑

利
で
な
い
.
萎

自
餐

存
芒

得
る
ほ
荷

か
特

別
の
便
利
を
有
つ
あ

は
別
こ
し
、
左
も
謙

・
・
で
・

・
弩

・
、
之
轟

い
て
保
護
し
過
る
の
簑

く
な
い

.義

後
。
不
呪
に
よ
り
肇

・
票

規
摸
・
も
・
・
倒
れ
・
・
雛

・
て
且
ハを
保
護
す
る
笈

ぱ
ぬ
・
去

り
毛

多
少
大
仕
掛
。
も
の
、
禽

を
爲
し
て
相
麗

大
ぐ
・
・
・

・
…

で
・
が
蓼

倒
れ
る
ご
い
ふ
の
は
・
砦

業

の
国
防
的
重
器

か
ら
考
え
て
・
、
亦
倉

・
場
倉

蕩

遺

失
霧

濟
・
上
奮

考
え
て
も
審

防
止
し
な

く
て
は
。
、
。
.
右
。
加
療

護
方
響

必
要

・
質

で
・
・
.
謹

其
誓

事
藩

つ
き
て
も
之
.薫

じ
て

保
塁

李
翳

す
る
こ
墓

通
常
で
皆

・
.
其
れ
か
琴

・
閉
業
・
至

慕

・
て
蘂

藷

少
し
や
き

い
ふ

　難

辮

蝶
鎌
脚鞭

綾

羅
凝

血灘

ラ

　
　
モ

嚢

鍛難

灘

鑓

醐雛

軽

藩

謹
雛
形報

灘
蜷

辮
藤
簾

糠謀

靉

靆



…
時
事
問
題

失
業
問
題
に
導

て
.

第
八
貴

藩

號

三

さ

五
宝
ハ

磨

に
て
統

雇

附
表

垂

髪

嘉

患

・
、
之
・
・
け
て
・
饒

義

國
に
鶴

誉

島

に
成
る
所
の

.

蕩

組
合
が
あ
れ
竺

屠
艮
血

仕
事
・
行
・
・
差

・
・
が
、
其
が
今

朝

・
・
て
馨

し
・
此
華

美
を
盛

…
。
行
ふ
こ
墓

出
來
な
い
掌

る
ピ
、何
・
し
て
・
餐

ハ羅

蒙

轟

・
・
外

・
な
・
・勿
論
公
箇

馨

の
も

・の
に
て
も
起
、
な
ら
ば
、
其
も
豪

し
も
排
斥
は
せ
ぬ
が
、
・併
し
若
し
共
が
企
業
誉

主
動
の
下
に
起
を

と
に

離

籍

鷹

饗

無
帽纏
鱒

難

畿

臓讐

鰍鍛

運
賃
の
如
き
。
つ
き
て
も
舞

ご
す
る
暴

割
引
芋

・
系

・
特
砦

與
ふ
へ

き
・
あ
ら
う
・
第
二
に
は

蒔

的
の
婆

で
あ
る
.
此
は
前
記
・
塁

総
介
欝

・
附
設
す
　

鬱

乎

・
・
勢
働
糞

響

な
る
新
繋

を

見
出
す
ま
で
。
間
徒
食
。
て
居
る
と
・
ふ
こ
隠

彼
醤

・
・
直
接
欝

上
・
損
失

・
あ
・
②
み
弩

黛

蕎

驕

居
。
て
不
撃

爲
し
、
悪
・レ
き
慣
蓼

作
る
こ
毘

な
っ
て
は
馨

の
將
來
の
生
活
に
ε
り
轟

働
功
程
に

、
有
害
で
あ
る
か
ら
、
此
間
う
有

益
掻

用
せ
・
む
・
こ
慕

量

で
・
・
。
蓬

繭

聯
・
て
馨

の
訓
葛

嚢

も
怠
っ
て
は
な
譲

。
第
三
・
は
失
馨

の
仕
事
を
見
出
す
ま
で
簡

・
金
欝

救
済
の
必
悪

筆

る
こ

一

ξ

考
量

る
、
。
此
。
つ
義

・
蕩

組
合
が
あ
れ
ば
、
之
を
多
少
行

ふ
・
藷

な
り
・
舞

働
組
合
繕

付

夷

は
之
　

轟

立
し
て
失
業
保
騎

度
が
・
農

、
碁

盤

・
之
・
・
画

く
・
薩

な
る
諄

し
此
等
.

丸

.
。
が
麿

の
欝

の
必
要
に
肇

・
に
量

・
窪

.
併
・
從
来
夏

・
多
く
・
方
面
に
て
叢

し
馨

非

難

合
が
此
際
若
干
の
働
き
を
寫
す
ご
・
に
…

。
港

存
在
…

け
・
て

・
羅

釜

の
蒙

る
場
合
に

盤

の
金
員
を
交
掌

る
こ
・
に
な
る
。
別
髪

欝

馨

箇
・
慧

・
て
貯
蓄
蒼

・
麦

は
各
棄

に
て
張



　

溜

。
鶴

書

聖

田を
行
は
・
む
る
c
嘉

行
は
れ
・
居

・
蕊

ぱ
、
碁

・
含

の
場
合
用
立
つ
澤
で
・
此

」れ
薯

は
前
か
、
し
て
も
好
景
気

の
時
分
・
相
當

.持

っ
て
居

蔭

ら
ば
・
此
際
非
箆

役
立
つ
べ
き
で
あ
る
・

一

嘉

爲

め
に
は
議

席
こ
し
て
小
寒

債
・
馨

・
行
・
・
益

要

し
・
・
公
誓

い
へ
ば
含

で
は
中
以
上

麟

讐

蕪

ボ韓
耀
窟無

謬
鮪鋸

黙
羅
鰹
"製

力
。
用
。

へ
き
こ
ご
で
。
。
た
が
、
今

ご
・
つ
て
は
禦

躍

を
逸
・
て
居

る
。
蕎

於
て
か
倉

金
藷

救
済

震

醤

讐

瑠

鯵

鰭

鰹

駒
幣

金
を
別
写

れ
ば
、
事
業
主
よ
り
㊨
解
職
手
當
金
・

　
　

　

く

第
三
段
。
於
。
失
萎

・
塞

薪

な
荏

事
宜
ハあ

撰

す
・
璽

の
方
策
藁

す
る
・
職

業
紹
介
に
よ
つ

。
恰
も
蕩

。
婁

あ
る
庭
、蕩

鋲

乏
巖

・
居
・
塵

へ
失
業
蓼

向
け

る
こ
嘉

出
来
れ
ば
・其
窒

良
い

が
、
其
の
出
來
ざ
一る
。
け
で
薪

・
仕
事
・
募

作
・
て
や
・
な
・
れ
ば

・
…

其
に
も
夢

あ
る
が
大
腰

府
薪

。
葉

を
起
す
ご
薩

依
・
も
.の
燕

手

・
て
躍

政
府
が
助
成
指
導
玄

こ
差

依
る
も
の
こ
あ
る
.

琶

種
の
も
。
と
し
て
・
國
塞

共
團
警

乗

妻

・
鍵

・
行
・
叉
は
莚

行
羨

め
る
こ
い
ふ
ご
墓

必

.

要
で
あ
る
。

盛

蓋

の
妻

・
壽

特
・
好
景
気
で
、
世
の
定

仕
事
の
多
窪

き
は
中
止
し
て
・
世
の
歪

爪

氣

で
仕
事
の
乏
し
窪

甚

す
・
墓

望
ま
・
い
。
斯
の
如
-
に
す
れ
ば
必
要
な
養

金
を
得
乏

つ
き
て
も
・

.

材
料
を
契

る
、
に
。
き
・
も
、
轟

力
を
雇
入
皇

就
・
・
、
叢

薯

利
な
る
こ
茎

得
…

笈

公

時
藩

題

失
蕎

樗

撃

て

菱

巻

奮

讐

三
七
)

五
七
七

・



蒙

問
題

失
蕎

題
晟

皇

・

笑

巻

薔

號

三

入
)

五
七
入

…
共
財
政

。
上
か
暑

利
・
ば
か
・
で
?

、

疲

無

界

か
覧

て
も
好
都
合
で
あ

り
・.
此
蕩

誉

失
護

濟

…
の
上
か
ら
し
て
も
好
都
A
.
で
あ

・
。
で
此
調
節
の
原
則
を
定
む
る
こ
某

望
ま
し
い
・
襲

由
嚢

邦
で
髭

事

「に
關
は
令
し
て
、
軍
に
今
年

の
肇

に
砦

け

の
金
を
此
丈
け
の
仕
事

・
響

叢

・
奈

・
、
世

・
中
が
好
景

氣

で
、
材
料
や
勢
働
が
高
く
で
も
、
金
融
界
が
逼
迫
し
て
公
債
が
有
利
に
起

せ
な

く
こ
も
兎
も
角
遂
行
す
る
ρ
之

一を
遂
行
し
な
い
ε
切
角

の
事
業
が
起
せ
す
、
愚
,な
る
こ
と
の
や
う
に
考
ポ
る
所
で
あ

惹
。
併
し
此
は
是
非
改
頁
し

な
け
れ
ば
な
孟

。
勿
論
國
家
公
共
團
讐

土
木
妻

の
中
に
竺

刻
も
早
く
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
あ

ダ

。
が
、左
程
で
な
い
も
の
も
少
-
課

。其
・
左
慧

・
必
饗

　

の
は
.舞

験

呪
癒

・
て
或
錘

ん
で
行

ひ
或
は
む
し
。
中
止
ず
へ
き
も
の
で
あ
る
。
で
蓋

の
事
書

昆

へ
海

螢

の
年
度

別
の
伸
縮
の
鑑

を
與

へ
、
餐

時
宜
に
・
り
後
年
建

議

・
得
・
の
籍

開
み
な
そ

・
弩

ぬ
。
真
跡
別
・
・
牧
姦

籍

象

　艱

難
餐
繍

縫

縮蕪

繕

雑

務
鴛

醐齢麗
灘

濟

に
縫

に
立
蔭

。
羅

費
年
度
割
の
伸
縮
重

て
は
難

募

零

繰
上
げ
行
ふ
ご
嶽

出
来
る
・
其

の
豫

定
の
計
書

畢

・
も
葺

に
他

の
新
な
・
計
妻

成
・
も
の
詫

際
相
箆

行
ひ
・
勿
論
音

響

塞

債
を

…
起
す
ご
差

別
に
幼
け
な
い
.の
み
な
纂

、
本
問
題
の
籍

有
益
.で
あ
る
・

㈲

其
讐

政
府
の
助
成
誓

・
依
る
も
の
に
繕

・
あ
・
が
、
倉

笙

暑

へ
ら
・
ち

餐

料
暴

の

[,解

決
策

ε
し
て
、募

解
決
か
鼠

多
少
、歪

的

の
も
の
差

・
が
、
失
茜

題

か
ら
し
て
は
當
面

の

棄

蒙

る
所

.1



。
塑

助
成
翼

で
あ
る
。
此
鏡

・
.砦

・
議
禽

政
府
よ
鼻

粱
・
れ
て
も
居

・
・
卒
土
な
ら
ば
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